
「女性活躍加速のための重点方針 2019」 

Ⅱ あらゆる分野における女性の活躍 

５．あらゆる分野における女性の参画拡大・人材育成 

a）理工系分野への女子生徒等の進路選択や女性

の社会参加を促進するためのアプローチ 

(内閣府説明資料) 

令和元年９月18日
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国
業

者
等

○
「

理
工
チ

ャ
レ
ン
ジ
」
、
夏
の
リ
コ
チ
ャ
レ
に
係
る
情
報
発
信

○
シ

ン
ポ
ジ

ウ
ム

・
参

加
者

数
：

30
0名

程
度

○
理

工
系
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議

○
理

工
系
女

子
活
躍
促
進
に
向
け
た
調
査
研
究
【
拡
充
】

○
ST
EM

Gi
rl
s
Am
ba
ss
ad
or
sに

よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

・
開

催
回

数
：

5回
・

参
加
者

数
：

50
0名

程
度

○
我

が
国

が
国

際
競

争
力

を
維

持
・

強
化

し
、

多
様

な
視

点
や

発
想

を
取

り
入

れ
て

科
学

技
術

・
学

術
活

動
を

活
性

化
し

て
い

く
た

め
に

は
、

理
工

系
分

野
の

女
性

研
究

者
・

技
術

者
と

な
り

得
る

人
材

を
育

成
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す

。
○

平
成

27
年

1
2
月

に
閣

議
決

定
さ

れ
た

「
第

４
次

男
女

共
同

参
画

基
本

計
画

」
に

お
い

て
は

、
「

科
学

技
術

・
学

術
に

お
け

る
女

性
の

参
画

拡
大

」
、

「
女

性
研

究
者

・
技

術
者

が
働

き
続

け
や

す
い

研
究

環
境

の
整

備
」

及
び

「
女

子
学

生
・

生
徒

の
理

工
系

分
野

の
選

択
促

進
及

び
理

工
系

人
材

の
育

成
」

に
取

り
組

む
こ

と
と

し
て
い

ま
す
。

○
ま

た
、

20
1
9
年

6
月

に
す

べ
て

の
女

性
が

輝
く

社
会

づ
く

り
本

部
で

決
定

さ
れ

た
「

女
性

活
躍

加
速

の
た

め
の

重
点

方
針

20
1
9
」

に
お

い
て

も
、

理
工

系
を

始
め

と
す

る
科

学
技

術
・

学
術

分
野

に
お

け
る

女
性

人
材

の
裾

野
拡

大
を

更
に

加
速

さ
せ

る
と

し
て

い
ま

す
。

○
ロ

ー
ル

モ
デ

ル
と

な
る

理
工

系
分

野
で

活
躍

す
る

女
性

に
よ

る
組

織
体

（
ST
EM

G
ir
l
s

Am
b
as
s
ad
o
r
s
）

に
よ

り
、

女
子

生
徒

等
に

対
し

、
多

様
な

ロ
ー

ル
モ

デ
ル

を
見

せ
る

と
と

も
に

、
社

会
全

体
で
支

援
し
て
い
く
気
運
を
醸
成
し
ま

す
。

理
工

系
分

野
に

お
け

る
女

性
の

活
躍

推
進

（
男

女
共

同
参

画
Ｈ

Ｐ
整

備
等

経
費

、
理

工
系

分
野

に
お

け
る

女
性

活
躍

事
業

費
）

（
内

閣
府

男
女

共
同

参
画

局
推

進
課

・
総

務
課

）

2
年

度
概

算
要

求
額

0
.２

億
円

（
元

年
度

予
算

額
０

.２
億

円
）

事
業

概
要

・
目

的
事

業
イ

メ
ー

ジ
・

具
体

例

資
金

の
流

れ

○
産

学
官

に
よ

る
連

携
体

制
を

構
築

し
、

女
子

生
徒

等
の

理
工

系
選

択
を

促
進

す
る

各
事

業
を

推
進

す
る

こ
と

で
、

理
工

系
分

野
に

お
け

る
女

性
活
躍
を
推
進
し
ま
す
。

期
待

さ
れ

る
効

果

業
務
請
負

1



理
工

チ
ャ

レ
ン

ジ
（

リ
コ

チ
ャ

レ
！

）
～

女
子

生
徒

等
の
理
工
系
へ
の
進
路
選
択
を
促
進
～

第
４

次
男

女
共

同
参

画
基

本
計

画
：
第

５
分

野
科

学
技

術
・
学

術
に

お
け

る
男

女
共

同
参

画
の

推
進

３
.女

子
学

生
・
生

徒
の

理
工

系
分

野
の

選
択

促
進

及
び

理
工

系
人

材
の

育
成

：
５

．
あ

ら
ゆ

る
分

野
に

お
け

る
女

性
の

参
画

拡
大

・
人

材
育

成
（
４

）
科

学
技

術
・
学

術
分

野

現
状

・大
学

（学
部

）の
理

工
系

の
学

生
に

占
め

る
女

性
の

割
合

：理
学

系
2
7
.9

 %
工

学
系

1
5
.4

 %
文

科
省

「
学

校
基

本
調

査
」

令
和

元
年

度
(速

報
)

・研
究

者
の
採

用
に

占
め

る
女

性
の

割
合

（自
然

科
学

系
）：
理

学
系

1
5
.6

 %
工

学
系

1
0
.3

 %
文

部
科

学
省

調
べ

平
成

2
7
年

科
学

技
術

・学
術

活
動

を
活

性
化

す
る

た
め

に
は

、
女

性
研

究
者

・技
術

者
の

活
躍

を
促

進
し

、
多

様
な

視
点

や
発

想
を

取
り
入

れ
る

こ
と

が
不

可
欠

で
す

。

科
学

技
術

系
の

進
路

へ
の
興

味
関

心
や

理
解

を
向

上
さ

せ
る

た
め

の
取

組
を

推
進

し
、

次
代

を
担

う
女

性
の

科
学

技
術

人
材

を
育

成
し

ま
す

。

（
第

４
次

男
女

共
同

参
画

基
本

計
画

よ
り
抜

粋
・
加

筆
）

女
性

活
躍

加
速

の
た

め
の

重
点

方
針

2
0
1
9

根
拠

科
学

技
術

基
本

計
画

令
和

元
年

度
革

新
的

事
業

活
動

に
関

す
る

実
行

計
画

：
第

４
章

科
学

技
術

イ
ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の
基

礎
的

な
力

の
強

化
（
１

）
②

ⅰ
）
女

性
の

活
躍

推
進

：
９

．
S
o
ci

e
ty

 5
.0

時
代

に
向

け
た

人
材

育
成

ⅱ
）
初

等
中

等
教

育
段

階
に

お
け

る
人

材
育

成
女

子
生

徒
の

理
系

進
路

選
択

の
促

進

骨
太

方
針

2
0
1
9

：
2
章

2
．

人
づ

く
り
革

命
、

働
き

方
改

革
、

所
得

向
上

策
の

推
進

（
１

）
少

子
高

齢
化

に
対

応
し

た
人

づ
く
り
革

命
の

推
進

⑧
女

性
活

躍
の

推
進

「S
T
E
M

 G
ir
ls
 A

m
ba

ss
ad

o
rs

」を
派

遣
し

、
全

国
５
都

市
で

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
等

を
開

催

令
和

２
年

度
要

求
額

：2
2,

10
1千

円
（
令
和
元
年
度
予
算
額
：

2
4
,4

00
千
円
）

調
査

研
究

令
和

元
年

８
月

現
在

（H
3
0
.4

よ
り
１
7
団

体
増

）

取
組

リ
コ

チ
ャ

レ
応

援
団

体
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト

「
理

工
チ

ャ
レ

ン
ジ

」
・

イ
ベ

ン
ト
情

報
・
ロ

ー
ル

モ
デ

ル
情

報
・

団
体

か
ら

の
応

援
メ

ッ
セ

ー
ジ

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

・
有

識
者

や
実

際
に

活
躍

す
る

女
性

研
究

者
・

技
術

者
（
ロ

ー
ル

モ
デ

ル
）
に

よ
る

情
報

発
信

・
関

係
団

体
と

連
携

し
て

開
催

す
る

等

募
集

夏
の

リ
コ

チ
ャ

レ
・夏

休
み

期
間

中
、
大

学
、
企

業
学

術
団

体
等

が
イ

ベ
ン

トを
実

施
・内

閣
府

・文
科

省
・経

団
連

が
サ

ポ
ー

ト
・H

3
0
実

績
1
2
3
団

体
1
6
5
イ

ベ
ン

ト実
施

約
２
4
,0

0
0
名

が
参

加
（
H
3
0
よ

り
1
,0

0
0
名

増
）

理
工

系
女

子
応

援
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

会
議

・理
工

系
女

子
応

援
ネ

ッ
トワ

ー
ク

に
登

録
し

た
団

体
が

出
席

・相
互

連
携

に
向

け
た

情
報

共
有

や
取

組
方

針
を

検
討

理
工

チ
ャ

レ
ン

ジ
の

趣
旨

に
賛

同
す

る

大
学

・企
業

・学
術

団
体

等
7
8
0

団
体

令
和

元
年

９
月

現
在

（H
3
0
.4

よ
り
4
8
団

体
増

）

理
工

系
女

子
応

援
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

リ
コ

チ
ャ

レ
応

援
団

体
の

う
ち

、
具

体
的

な
支

援
を

行
っ

て
い

る
団

体
1
9
5

団
体

「
S
T
E
M

 G
ir
ls

 A
m

b
a
ss

ad
o
rs

」
に

よ
る

理
工

系
女

性
人

材
の

育
成

女
子

生
徒

等
の

理
工

系
分

野
へ

の
進

路
選

択
支

援
を

行
う
自

治
体

や
企

業
等

の
取

組
の

調
査

研
究

を
行

い
、
自

治
体

や
企

業
等

に
新

た
な

取
組

を
促

す
好

事
例

集
を

取
り
ま

と
め

る

5,
58

5千
円

（
11

,1
80

千
円

）
8,

58
5千

円
（
5,

09
9千

円
）

1,
69

3千
円
（
1,

68
9千

円
）

1,
16

0千
円
（
1,

15
4千

円
）

1,
19

7千
円
（
1,

19
7千

円
）

※
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
等
情
報

発
信

含
む

拡
充

調
査

研
究

2
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